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　 参加した理由は？
小学生のころにサッカーをやっていてヴァンフォーレ甲府が
好きでした。学校の掲示板でスポーツボランティアの募集を
知って「やってみたい」と思い、応募しました。

　 参加した感想は？
看板の設置、テント張りなどの準備から運営までいろんな作
業を経験することができました。職員の皆さんをはじめ、大
勢のボランティアの皆さんによって試合運営が支えられて
いることと、その大変さや苦労を知ることができました。一
方、スタジアムに来るお客さんの喜ぶ顔を見たり、案内など
をした際に「ありがとう」とお礼を言われたりすると本当にう
れしいです。参加してよかったなと思います。

　 ボランティア活動について感じたことは？
ボランティアをしたことで、自分から仕事をみつけて率先し
てやろうという気持ちやリーダーシップを身につけることが
できました。また周囲
の人や後輩に対して思
いやりの心も持つこと
ができるようになりま
した。ボランティアの
経験を学校生活や今
後の進路にも役立てて
いきたいと思います。

　 参加した理由は？
高校で総合コース・福祉クラスということもあって、福祉の
仕事やボランティアに関心があり、様々なボランティアを体
験してきました。スポーツボランティアも一度は経験したい
と思い参加しました。

　 参加した感想は？
テーブルの拭き掃除、ボールの空気入れ、観客に配るポス
ターの準備などスポーツの試合を裏方で支える作業を体験
しました。華やかに見え
るスポーツイベントで
すが、外からは見えな
い部分で、様々な仕事
に多くの人がボランテ
ィアとして関わり試合
を支えていると感じま
した。

　 ボランティア活動について感じたことは？
ボランティア活動の体験を学校生活に生かし、また自分自身
も成長していきたいと思っています。

　山梨県ボランティア・ＮＰＯセンターでは、ボランティアの裾野を広げるため
に、青少年や社会人の方々を対象にした各種ボランティア体験事業を実施し
ています。
　今回は、８月５日（土）、８月９日（水）に実施したヴァンフォーレ甲府ボランテ
ィア体験事業の参加者から、ボランティア活動についての感想を伺いました。

思いやりと感謝の心を持ちたい
清水 一吹（しみず・いぶき）君
韮崎高校 ３年

山梨県ボランティア・ＮＰＯセンターの今後のボランティア体験事業のご案内
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歳末たすけあい街頭募金活動
甲府市街ふれあいクリーン活動
甲府市街ふれあいクリーン活動

100名
50名
50名

中学生以上
どなたでも
どなたでも

無料
甲府市中心街での街頭募金活動
甲府市街の清掃活動
甲府市街の清掃活動

12月2日(土)
1月14日(日)
3月  4日(日)

ボランティア経験を通じて
自分も成長したい
浅川 千聖（あさかわ・ちさと）さん
甲斐清和高校 ２年

【お問い合せ・お申込先】 山梨県ボランティア・ＮＰＯセンター　電話 ０５５-２２４-２９４１

（平成29年11月以降）

No.  開催時期（予定）　　　　  　　事業名　　　　　　　　　　　　　  内容　　　　　　　　 　  対象　　　定員　  参加費

～高校生のヴァンフォーレ甲府ボランティア体験～～高校生のヴァンフォーレ甲府ボランティア体験～

山梨県ボランティア・ＮＰＯセンター
ボランティア体験事業
山梨県ボランティア・ＮＰＯセンター
ボランティア体験事業

会場で使う
テントを運ぶ

ボランティアの受け付け

控室の準備で
拭き掃除

サポーターに配布するポスターの準備
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9 社協ボランティア
センター

Information about a volunteer

Vol.

情報コーナー

本所（敷島）

竜王支所

ボランティア活動室

甲斐市ボランティア交流会

甲斐市ボランティア交流会

甲斐市ボランティアセンター
業務時間：月曜日～金曜日（祝日を除く）　8：30～17：15

住所：甲斐市島上条3163
（甲斐市社会福祉協議会 本所）
TEL：055-277-1122
FAX：055-277-1284http://www.kaishakyo.com/

　甲斐市ボランティアセンターには、
平成29年10月現在86の登録団体が
あり、個人を含め1,000名以上の方に
関わっていただいています。ボランティ
アさんが気持ちよく活動できるように
様々な業務に取り組んでいます。

＜ボランティア活動室＞
　甲斐市社会福祉協議会の本所（敷島）と竜王支所
にボランティア活動室があり、ボランティア団体の定
例会や活動準備のために使われています。利用して
いるボランティアさんの声を聴きながら、活動しやす
い環境づくりを目指しています。

 
《ボランティア相談・斡旋》
　どんなことでも気軽に相談できるよう、毎月第2水
曜日に『ボランティア相談日』を設けています。ボラン
ティア活動に興味のある方に対する情報提供や、現
在ボランティア活動している方の新しい活動場所の
提供、施設とのマッチングなど、様々な相談に対応し
ています。

《福祉教育の推進》
　学生がボランティア活動を体験する『夏休みボラ
ンティア体験事業』を実施し、平成29年は全38メ
ニューを約400名の学生が体験しました。施設だけ
でなくボランティア団体も学生の受け入れを行って
おり、「一生懸命取り組む様子が大変刺激になる」と
学生との交流を楽しみにしています。

《交流の場づくり》
　甲斐市内のボランティア活動の活性化のため、ボ
ランティアさん同士の交流の場を設けています。特
に毎年6月に行われる「ボランティア交流会」では、市
内のボランティア関係者や地域住民を含め約100
名が参加し、お互いの活動を発表し合い、親睦を深
めています。

甲斐市ボランティアセンター
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　平成２９年７月２０日（木）に、山梨県社会福
祉協議会の自主研修として、福祉事業所従事
者を対象に、「魅力あるホームページの作り
方」研修会を開催いたしました。
　ホームページ作成における基本的な考え
方や、見やすいホームページの事例を紹介す
ると共に、ホームページを公開するに当たっ
ての法令やセキュリティー対策、肖像権やプ
ライバシー侵害について学びました。
　またグループワークでは、実際にホーム
ページの作成を行い、ホームページの基本設
計や作成の流れについて理解を深めました。

○山梨県社会福祉協議会では、県委託事業
のほかに、福祉事業所従事者を対象として業
務に必要な知識・技術を学び業務に活かすこ
とを目的に、自主研修を開催しています。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。
【お問合わせ】福祉人材研修課 TEL０５５-２５４-８６54

　県内で唯一の福祉・介護・保育専門の就職
相談会である「福祉の就職総合フェアinやま
なし」を8月9日（水）アピオ甲府にて開催しま
した。今年は、高齢者・障害者施設をはじめ、
保育・児童関連施設など77法人が261件の
求人を携えブースを設けました。専門学生・
大学生を中心に、92名の参加があり、興味・
関心のあるブースを訪問して、人事担当者か
ら、仕事の内容や、求める人物像について詳
しい説明を受けていました。
　また当日は、一般社団法人 山梨県介護福
祉士会副会長 原藤愛さんによる「私が福祉
の仕事を続ける理由」と題した講演も行われ
ました。専門学校を卒業後介護福祉士を取得
し、現在は介護支援専門員として11年目と
いう原藤さん。

　「介護支援専門員は、在宅生活が円滑に行
われる為のコンダクターであり、国家資格で
ある介護福祉士には専門職としてのプライド
と責任を感じている。人のために勉強し、自
分を磨く仕事が福祉の仕事の魅力である」と
語り、参加者は第一線で活躍する先輩の話に
熱心に耳を傾けていました。

について学びました。

福祉の就職総合フェア●やまなし福祉の就職総合フェア●やまなしin

魅力あるホームページの作り方魅力あるホームページの作り方

を開催しました。
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電動アシストだから坂道でも安心・安全な歩行

■ 価格 118,000円(税別)
　グリップに手を置き押すだけの簡単操作です。ロ
ボット技術により、上り坂は自動的にパワーアシスト
が働き従来よりも楽に上ることができ、下り坂では
自動的にブレーキが働き適度に減速します。また、
傾いた道では片流れを防止しハンドルを取られるこ
となく安定して進めます。さらに、速度検知機能によ
り速度超過を検知すると自動的に減速ブレーキが
かかり転倒を防止します。

福祉用具紹介
あると便利なグッズたち

Goods ロボットアシスト
ウォーカーRT.2

Check Point！
　現在歩行器をご使用の方、ブレーキ操作などが出
来ず、これまで歩行器の使用を諦めていた方、パー
キンソン病など歩行障害のある方にお薦めです。

ヘッドホンタイプの集音器

　介護保険制度の福祉用具貸与対象品となります。「ロボットアシストウォーカーRT.2」は「要支援１・２」「要介護１～５」
の認定を受けている方で、在宅サービスを利用する方は、レンタル料の１割でレンタルできます。

■優遇措置の内容

■ 価格 ６４，８００円(税込)
　本体を着脱することで自動的に電源のオン・オフが切り替わります。
ヘッドホンタイプのデザインなので、耳の形や耳穴の大きさに関係なく
使えます。両耳で集音することができ、音の方向性を聴き分けることが
可能となり、多方向からの呼びかけでも、誰が呼びかけてきたかがわか
ります。そのうえ、左右別々の音量調整ができるので、聴力のバランスも
補正できます。また、突然の大きな音や食器の当たる金属音、新聞をめく
る時の音を自動で減衰して聞こえを補助します。また、重さ120ｇの軽量
設計なので、装着した際にも負担がありません。単４乾電池２本使用。
※本製品は、医療機器認定を取得した補聴器ではありません。

Phontec  （フォンテック）

Check Point！
　最近、人の声が聴きにくくなった。電子音がよく聴こえない。今までの
集音器が耳に合わず使用を諦めていた方にお薦めです。

①ハンドル部のセンサーで
　人の動きをセンシング

お洒落なヘッドホンタイプのデザイン

Phontec装着イメージ

③センシング情報をもとに
　リアルタイムにアシストブレーキ

②６軸モーションセンサーで
　路面状況や人の動きをセンシング
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「赤い羽根共同募金街頭活動」へのお礼とご報告

離れていてもスマホやタブレット、ＰＣで生活状況を確認

■ 価格 １９，６００円(税別)～
※別途月額費用要

　離れて暮らす方や介護の必要な方のお宅などに
設置した各種センサーの情報を、ご家族などがス
マートフォン、タブレット、パソコンから閲覧すること
で、生活状況の確認が可能になります。カメラを使
わない事でプライバシーに配慮しながらも、複数の
センサーで生活状況の把握をサポートします。また、
見守られる方には、徘徊予防などの機械を付けても
らうような煩わしさが無く、今まで通りに生活する
ことが可能となっています。何かあった時に家族に
メールで知らせてくれる「お知らせ機能」もあり、安
心して離れて暮らす人を見守ることが出来ます。

　山梨県社会福祉協議会は１０月２日、３日、４日の３
日間、甲府駅周辺で県内の福祉団体・施設とともに
「赤い羽根共同募金街頭活動」を行い、延べ54団体、
186名ものご参加をいただきました。

　期間中に寄せられた募金226,880円は、活動に参
加された団体名を添えて、山梨県共同募金会に届け
ました。募金は今後、地域福祉活動のために役立て
られます。皆様のご協力、ありがとうございました。

センサーによる見守り支援システム

「いまイルモ」

Check Point！
　独り暮らしの高齢者をお抱えのご家族、自治体、
集合住宅の安否確認、介護施設などにお薦めです。

　介護保険制度の福祉用具貸与対象品となります。「要介護２～５」の認定を受けている方で、在宅サービスを利用す
る方は、レンタル料の１割でレンタルできます。（ただし、インターネット回線接続などの実費負担あり）

■優遇措置の内容

離れていてもスマートフォン、タブレット、パソコンで
生活状況の確認が可能に

スマホ画面の一例
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発
行この広報誌の作成費用の一

部に赤い羽根共同募金配分
金を充てています。お 知 ら せ

広報誌「やまなしの福祉」を
パソコンやタブレットで閲覧

　このほかにも介護・看護・福祉についての本（約300冊）やビ
デオ・ＤＶＤ（約200本）を貸し出しております。詳しくは県立介
護実習普及センターにお問い合わせください。
≪☎055-254-8680≫

　事故のないように、あるいは時間短縮のために、余裕が
ない介護の現場の反省から、視点を変えた高齢者との接し
方、「にやりほっと」活動が始まっています。
　「できないこと」や「気がかりな点」を見つけるだけでなく
「できること」「好きなこと」などのプラス面に着目し、それを
生かすことで、ポジティブな気持ちと健康的な生活を取り
戻す取り組みを、家庭向けに紹介しています。

にやりほっと探検隊
長谷川　均
浅井四葉
株式会社ポプラ社　
〒160-8565 東京都新宿区大京町22-1
Tel(営業)03-3357-2212　(編集)03-3357-2305
ホームページ  www.poplar.co.jp

著 者
発 行 者
編 集
発 行 所

魔法の介護
できることを取り戻す

ホームページ http://www.y-fukushi.or.jp

　広報誌「やまなしの福祉」は、本会ホームページでＰＤＦ版
の閲覧ができるほか、電子ブックでもご覧になれます。
　タブレット・スマートフォン
での電子ブックのご利用の
場合は、下記のＱＲコード
でアクセスしてアプリ
（ActiBook無料）をダウ
ンロードしてください。
指定のＩＤ(毎号変更）
を入力すると閲覧で
きます。

※パスワードは必要ありません

iOS用Android用

yfukushi338
11月号のID

11月号は
以下の通りです。

タオル等をご寄付
　一般社団法人山梨県法人会連合会様、公益社団法人
甲府法人会様（いずれも　澤敏久会長）より、会員の皆
様からお寄せいただいたタオル、石けん、使用済み切手
等の寄贈をいただきました。
　お預かりした寄贈品は、福祉施設で活用いただきます。
　たくさんの善意をありがとうございました。

福祉車両の寄贈
　中外製薬株式会社様より中央市社会福祉協議会へ
在宅福祉助成事業・移送サービスカー寄贈事業として福
祉車両1台（トヨタハイエース）を寄贈いただきました。
　中外製薬株式会社では、１９８５年より在宅福祉サービ
スの推進に不可欠な福祉車両の寄贈事業を実施してお
り、今年度は中央市社会福祉協議会を含め全国で５台
が寄贈されました。ありがとうございました。

善意をありがとう

山梨県法人会連合会  高野孫左ヱ門  副会長（右）

図書紹介
貸し出し
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